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目的 メラノーマの危険因子を明らかにする

データソース Medline

研究の選択 相対危険度算出可能な情報を含む原著論文

データ抽出 記載なし

主な結果

過去の症例-対照研究によるメラノーマの発症の相対危険度は、メ

ラノーマの家族歴（RR=1.74）、スキンタイプ（Ⅰvs Ⅳ、RR=2.09）、

雀斑高密度（RR＝2.10）、皮膚の色（Fair vs Dark、RR=2.06）、眼

の色(Blue vs Dark、RR=1.47）、毛髪の色(Red vs Dark、RR=3.64）、

皮膚癌（RR＝4.28）、日光による皮膚障害（RR＝2.02）。

結論

一般的に、赤毛で皮膚の色が白く雀斑が多い人はメラノーマ発症の

リスクが高いといえる。しかし、最近メラノーマの発癌経路は複数

存在することが示されており、今後はそれも考慮した疫学研究が必

要である。

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項

目
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多数の文献を検討した優れた解析であるが、ここで取り上げられて

いる論文はすべて白人を対象とした研究である。また、日本人に多

い肢端黒色腫を扱った論文も解析対象から除外されている。


